
◆　平成２６年度「第1回市政モニター会議」意見・提案集約　◆

発　言　趣　旨 答弁者 答　弁　概　要 対応状況

部長マニフェストの達成状況で、「職員による道路の補修作業500件」と
ある。日常の道路管理が悪いために500と思っていたのが881もあった、
176パーセント達成したではなくて、50パーセント達成、500件と思って
250件になればよかったなといえるのではないか。
水道管を耐震化するというのは東南海南海地震を想定し、どこの組織も
行っているが、一般的に耐震化をやる場合に1番にやるのは浄水場から配
水池、配水池から市内へおりる幹線をやっていき、それから支線をやって
いく。自分方の家の前は50ミリ管が耐震化にされた。そこが耐震化されて
もその手前にある大きな200ミリ管、300ミリ管が破裂したのでは水は来な
い。

政策監 危惧しており、課題だと思っている。道路補修などは、もとも
といい状態なら補修そのものをする必要がないので、そういう
観点で十分必要だろうと思う。ただ、現実にそういうことが
あったという事で見ていただきたい。

-

談合事件で３人が逮捕され、そのうち現職が２人いる。噂で聞いたのだが
退職金が出たという話を聞いた。ＯＢも１人いたが、現職の頃のことだっ
たら総社市の条例にもあると思うが、返納してもらわないといけないとい
うことになると思う。返納する予定があるか。それともこのままなのか、
現職２人は出たか出ないか、出ないならこういう理由で出ないということ
を。ＯＢは今後刑が固まれば返納を求めていくということなのか。

政策監 現職の２人に退職金は出ていない。これは仕事そのものに絡む
ということ。ＯＢについては職員を辞めた後の事件なので、退
職金の返還ということはない。

-

備中国分寺、鬼ノ城に観光で来る外国人が服部駅に大勢いる。服部駅の看
板には日本語の案内しかない。来年度は何か対策を。足守駅はハングル、
英語、日本語版すべて用意してある。
市政モニターが意見を述べたら市は動いてくれるのか。一個人として各担
当課に意見を述べるのがよいのか、まとめてこの場で意見を述べるのがよ
いのか。行政マンではないので、分からない。担当課に申し出をしてもま
ともに動いてくれるのは地域応援課、環境課だけ。

市長 市政モニター会議においては、できれば最初にわれわれがやっ
てこういう方向でこういう政策をやるという大きな政策のなか
でならどうですか、この政策間違ってんじゃないかとか、もっ
とこうしたらいいんじゃないかとか、そういうやり取りになる
ことを望んでいる。モニターの方に対しても、市民の方々に対
しても同様に、襟を正してお応えしていくという市役所の職員
でないといけない。𠮟られるということも大事なこと。

〔商工観光課〕業者に対し，中国語・韓国語・英語
のステッカーを発注済みであり，年内に看板に貼り
付ける。

土木担当員の要望だが、以前土木担当員に１０件ぐらい要望があるのを３
件以内にしろとクギをさしてますね。さしてないとは言わせません。文書
もあります。

政策監 私自身はわかりませんが、話としてあるかもしれません。
要望していただくものは要望してもらえばいい。お願いしま
す。

-

総社の夏祭りのイベント関係をハガキに書いて出してくださいということだ
が、われわれで分かるところは出すが、もれているものは市でも確認するの
か。

企画課長 それ以外のものについてはこちらでも確認させていただく。

-
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地域の情報提供のことで広報そうじゃや回覧板チャンネルに掲載されると
いうことだが、われわれがお出しする情報で掲載していいもの悪いものの
さび分け、あるいは場合によっては内容の編集はしてもらえるのか。

企画課長 情報を頂いた後こちらでも判断させていただき、その結果につ
いては提供していただいたモニターに再度報告させていただ
く。

-

一括交付金の話だが、頂いている金額についてみると、前年度の実績ベー
スでもって若干＋αだ。実績ベースでみると、今回の一括交付金の中で
は、自主防災に積極的に取り組むという趣旨もあって、前年度自主防災組
織を立ち上げて助成を頂いている地区と、全く取り組んでない地区もある
と思う。実績ベースで配分されると、次年度において自主防災のほうに回
せる金は出てこない。だんだん高齢化し、少子化するなかで自主防災は重
要な事項。次年度以降についてもこれについて、市の財政が厳しいのは十
分承知しているが、ご配慮いただきたい。

市民環境部
長

実績に関しての交付額ということだが、基本的に今回お示しし
ているのは、均等割と人口割によってそれぞれ算出したもの。
タウンミーティング等でお話をさせていただいたなかで、実績
額というお話が出てきたのは前回はこれだけの実績で使って
いったらこれだけになっていました。したがって今回はプラス
これだけですとこういうお話をさせていただいたところ。あく
までも均等割と人口割で算定した額をお示しさせていただい
て、協議をいただいている。したがって自主防災組織ができて
いるできていないという部分については基本的に一律５万円の
自治組織活性化支援補助金のことだと思うが、それの実績に基
づいて算出をしているということではないのでご理解いただけ
たらと思う。

-

総社市にも障がいをもった方のためにＡ型Ｂ型の作業所が何箇所かある。
そこに通所されている方は、失礼だが判断力が弱い方が多いと思う。どこ
の事業所かは言わないが、そこに通っている方が、県のある救済施設の方
に差別を受けたという連絡があった。担当課の職員もそうだが、そういう
ところにもし差別やいじめがあった場合に直接そこに電話をするのではな
くて、まず市のほうに対して相談してください、で、当該事業所に出向い
て事実確認をしてください。そういったルールをまず踏んだ処置をやって
いただきたい、判断力の鈍い人に言ってもらったら困る。

保健福祉部
長

具体的などこの作業所で、施設がどういうところであったのか
というところはお聞かせいただけるとありがたい。いずれにせ
よいじめや差別については福祉課と千人雇用センターが合わせ
て対応させていただきたい。当然のことながら障がい者本人、
利用者の方だけではなく、運営者の方だとかトラブルの内容に
応じて相手方、地域の方々等々関係者がいろいろいるかと思う
ので、当然そういったところを含めてお話を聞きながら特に利
用者だけに何かを言って終わりというのではなく、フォロー
アップをしていきたい。

〔福祉課〕市政モニター会議での意見に対する回答
結果を保健福祉部長から伝えられ，福祉課及び障が
い者千人雇用センター，障がい者基幹相談支援セン
ター職員に対応を周知した。

観光バスで国分寺へ行った際にトイレに寄ったが、汚ない。どこが管理し
ているのか。そのトイレの前にブリキか廃材かわからないが山積みになっ
ている。知的財産なんでしょうが、総社の潤いはトイレと環境というとこ
ろも少しは考えていただきたい。

産業部長 備中国分寺の観光バスが入る駐車場のトイレの管理は、岡山県
ではあるが、市の商工観光課に言っていただければこちらのほ
うから県にお伝えします。

〔商工観光課〕現地を確認し，清掃状況について問
題ないことを確認した。
また，ブリキや廃材のようなものもなく，恐らく撤
去されたものと思われる。
なお，管理についてはシルバー人材センターに県が
委託し，土・日・祝を除く毎日清掃を行っていると
のこと（県の文化財課に確認済）。
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モニターと地域の土木担当がどういう関係なのかよく分からない。モニ
ターの手引きによると、土木が担当することについては通信してはいけな
いという記載がある。土木担当がしっかりしているのならモニターは要ら
ないのではないか。

-

川で蛍を育成しようという試みがある。そこに堰堤が２つあるが、近寄る
と非常に危ないので秘書室に連絡をして、県の担当なら県のほうへ要望し
てくれと、市がするのなら市にしてほしいと言った。県のほうで１週間く
らいですぐしてくれた。ところが、市の方は何か月たってもしてくれない
箇所がある。その動きというのは県と市ではこんなに差があるのか。 -

ボランティアに行っている施設がある。その施設の卒園生が、レンゴーへ
就職した。とても喜んでいた。障がい者の雇用が700人800人と増えていく
ような政策をとっていただきたい。

市長 気を引き締めて、障がい者の雇用だけは本当に全力をもって
やっていきたいと思っている。ご協力をよろしくお願いしま
す。 -

保育園で、一度に20人ほど人員が増えたときにオマルが無かった。そのた
め、順番待ちをしていた子が漏らしてしまった。それからずっとオムツが
とれない。収容人員を増やすために市としては街の人をいれたと思うが、
一番感受性の強い保育園のときにそういう失敗をすると、将来引き継ぐ。
収容人数の相談をはじめにしておかないとだめ。これは行政の手落ちだと
いう声を聞いた。

市長 分かりました。 〔こども課〕今後定員を増やす場合は，そういった
状況もよく勘案していただくよう，公立・私立保育
所全園に対して周知しました。

気をつけ、真摯に受けます。土木の仕事については土木担当が
窓口になるが、出来れば市がやっていることについてどう反映
されていっているのかとか今後こういうふうにしたほうがいい
んじゃないかという、そういう場にしたいと思っている。た
だ、細かいことでもさっき言った蛍のことでも、県がすぐ返事
をしたのに市が何もしなかったというのは心からお詫びを申し
上げますし、今からでも遅くないんでお話を聞いて、できるこ
とはやっていきたいと思います。全体的な答弁とすると僕らも
勉強して、襟を正していきますので予算要望の場所ではない
と、そういうように理解いただければと思います。

市長
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